
ま
ち
壊
し
を
や
め
よ

【
質
問
】
都
内
の
超
高
層
ビ
ル

の
三
分
の
一
が
港
区
に
集
中
す

る
と
い
う
異
常
さ
。
「
も
う
超

高
層
ビ
ル
は
い
ら
な
い
」
が

区
民
の
圧
倒
的
な
声
。
①
区

民
合
意
の
も
と
に
、
絶
対
高

さ
制
限
設
定
を
決
断
せ
よ
。

②
来
年
度
で
三
一
億
円
、
今

後
九
年
間
で
一
九
〇
億
円
も

の
税
金
を
再
開
発
に
投
入
予

定
。
こ
ん
な
姿
勢
を
改
め
よ
。

【
答
弁
】
①
地
域
住
民
の
発

意
と
合
意
が
重
要
。
今
後
、

建
築
物
の
高
さ
の
基
準
な
ど
、

景
観
計
画
の
検
討
に
取
り
組

む
。
②
再
開
発
事
業
は
、
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
実

現
す
る
都
市
計
画
事
業
。
補

助
金
は
、
事
業
内
容
な
ど
を

評
価
し
、
執
行
し
て
い
く
。

負
担
増
か
ら
く
ら
し
守
れ

【
質
問
】
国
民
負
担
増
と
増

税
が
、
次
々
と
押
し
寄
せ
て

い
る
。
高
齢
者
に
は
老
年
者

控
除
の
廃
止
な
ど
で
、
新
た

に
住
民
税
が
課
税
さ
れ
、
国

保
料
、
介
護
保
険
料
も
連
動

し
上
が
っ
て
い
る
。
区
民
の

多
く
が
定
率
減
税
廃
止
で
増

税
さ
れ
た
。
①
痛
み
や
わ
ら

げ
手
当
、
②
住
民
税
減
税
、

③
国
保
料
の
独
自
減
免
な
ど

の
、
軽
減
対
策
を
決
断
せ
よ
。

【
答
弁
】
①
実
施
に
つ
い
て

は
考
え
て
い
な
い
。
②
実
施

は
困
難
。
③
自
然
災
害
、
疾

病
、
破
産
等
一
時
的
に
生
活

が
困
難
と
な
っ
た
場
合
、
減

免
し
て
い
る
。
生
活
困
窮
者

等
に
対
し
て
は
、
減
免
の
趣

旨
に
沿
い
適
切
な
制
度
の
運

営
に
努
め
て
い
る
。

公
立
保
育
園
を
増
設
せ
よ

【
質
問
】
「
申
し
込
ん
で
も
入
れ
な
い
」

「
こ
の
ま
ま
だ
と
仕
事
を
辞
め
ざ
る
を
得

な
い
」
な
ど
、
保
育
園
入
園
を
願
う
保
護

者
が
た
く
さ
ん
い
る
。
区
は
「
待
機
児
解

消
」
を
口
に
し
て
い
る
が
、
解
消
は
ほ
ど

遠
い
状
況
。
公
立
保
育
園
を
急
い
で
増
設

せ
よ
。

【
答
弁
】
保
育
施
設
の
整
備
計
画
は
、
保

育
需
要
を
精
査
し
、
保
育
施
設
の
整
備
と

認
証
保
育
所
の
誘
致
、
既
存
園
の
改
築
も

含
め
、
早
急
に
ま
と
め
る
。

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
中
止
求
め
よ

【
質
問
】
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
七

五
歳
以
上
を
対
象
に
、
医
療
に
年
齢
差
別

を
持
ち
込
む
も
の
。
保
険
料
は
二
年
毎
に

引
き
上
げ
ら
れ
、
医
療
機
関
へ
の
診
療
報

酬
も
別
立
て
の
「
包
括
払
い
（
定
額
制
）
」

に
す
る
方
式
。
全
地
方
議
会
の
二
八
％
が
、

中
止
や
見
直
し
を
求
め
て
い
る
。
①
制
度

へ
の
認
識
を
問
う
。
②
実
施
の
中
止
を
、

国
に
求
め
よ
。
③
国
や
東
京
都
に
財
政
負

担
の
増
額
を
求
め
よ
。
④
一
般
財
源
を
投

入
し
、
保
険
料
を
引
き
下
げ
よ
。
⑤
独
自

の
減
免
制
度
を
創
設
せ
よ
。
⑥
保
険
証
取

り
上
げ
、
資
格
証
明
書
の
発
行
を
し
な
い

と
約
束
せ
よ
。

【
答
弁
】
①
超
高
齢
社
会
を
展
望
し
た
医

療
保
険
制
度
体
系
の
実
現
の
た
め
の
仕
組

み
と
し
て
必
要
。
②
考
え
て
い
な
い
。
③

特
別
区
区
長
会
、
都
市
長
会
及
び
都
町
村

会
が
合
同
で
都
に
要
望
し
て
き
た
。
国
に

は
調
整
交
付
金
の
別
枠
化
な
ど
を
要
望
し

て
き
た
。
引
き
続
き
、
粘

り
強
く
要
望
し
て
い
く
。

④
⑤
都
広
域
連
合
の
保
険

料
算
定
で
、
保
険
料
の
抑

制
施
策
を
実
施
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
葬
祭
事

業
、
審
査
支
払
手
数
料
、

財
政
安
定
化
基
金
拠
出
金
、

保
険
料
未
収
金
補
て
ん
分

に
は
、
区
が
一
般
財
源
を

投
入
し
、
保
険
料
を
軽
減
し
て
い
る
。
年

金
収
入
二
〇
八
万
円
以
下
の
人
に
軽
減
措

置
な
ど
も
行
う
。
⑥
支
払
能
力
な
ど
を
勘

案
し
て
広
域
連
合
が
決
定
。
区
も
慎
重
な

運
用
に
努
め
て
い
く
。

高
齢
者､

障
害
者
福
祉
施
設
の
人
材
確
保
を

【
質
問
】
「
仕
事
が
き
つ
い
う
え
に
給
料

が
安
い
」
「
夜
勤
が
多
く
、
腰
痛
な
ど
の

苦
し
み
が
あ
る
」
な
ど
、
介
護
施
設
や
訪

問
介
護
の
事
業
所
に
働
く
人
は
、
一
年
間

で
五
人
に
一
人
が
離
職
。
劣
悪
な
待
遇
改

善
の
た
め
、
支
援
が
不
可
欠
。
①
介
護
関

連
職
員
に
「
賃
金
特
別
加
算
措
置
」
を
講

ず
る
よ
う
国
に
求
め
る
こ
と
。
②
障
害
者

施
設
へ
の
運
営
費
補
助
を
。
③
職
員
増
員

に
、
資
金
助
成
を
。
④
「
介
護
職
員
基
礎

研
修
」
等
へ
の
助
成
を
。

【
答
弁
】
①
介
護
従
事
者
の
労
働
環
境
の

整
備
は
必
要
。
国
は
介
護
報
酬
の
設
定
を

検
討
し
て
い
る
。
設
定
に
は
、
特
別
区
の

実
情
を
踏
ま
え
る
よ
う
、
要
望
し
て
い
く
。

②
法
に
基
づ
く
事
業
者
に
移
行
す
る
施
設

に
、
収
入
水
準
を
維
持
で
き
る
よ
う
支
援

す
る
。
国
の
見
直
し
の
動
き
を
注
視
し
、

適
切
対
応
す
る
。
③
国
の
報
酬
改
定
の
動

向
を
見
て
検
討
す
る
。
④
考
え
て
い
な
い
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
建
設
を
急
げ

【
質
問
】
特
養
ホ
ー
ム
の
待
機
者
は
一
月

末
時
点
で
三
九
七
名
。
南
麻
布
の
二
〇
〇

床
が
で
き
て
も
半
数
の
方
が
待
機
と
な
る
。

高
齢
化
が
す
す
み
、
入
所
希
望
者
は
増

え
る
。

大
規
模
開
発
に
よ
る
ま
ち
壊
し
を
や
め
、

く
ら
し
応
援
の
区
政
に
転
換
を

〇
八
年
度
第
一
回
定
例
会
は
二
月
二
三
日
か
ら
開
催
さ
れ
、
大
滝

実
区
議
が
代
表
質
問
を
、

星
野

た
か
し
区
議
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
質
問
と
答
弁
の
要
旨
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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新
し
い
特
養
ホ
ー
ム
建
設
が
急
務
。

【
答
弁
】
平
成
二
一
年
度
開
設
予
定
の
南
麻

布
の
特
別
養i

護
老
人
ホ
ー
ム
の
整
備
で
、
待

機
者
の
減
少
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
の
後
の

整
備
計
画
は
、
高
齢
者
人
口
及
び
要
介
護
認

定
者
数
の
推
移
、
介
護
予
防
の
効
果
等
を
見

な
が
ら
、
平
成
二
〇
年
度
に
策
定
予
定
の
計

画
で
検
討
し
て
い
く
。

ち
ぃ
ば
す
路
線
の
早
期
新
設
・
拡
大
を

【
質
問
】
「
地
域
交
通
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た

め
の
基
礎
調
査
」
で
は
、
地
域
交
通
に
求
め

る
も
の
と
し
て
、
一
位
が
高
齢
者
、
障
害
者

の
移
動
、
二
位
が
総
合
支
所
・
区
民
セ
ン
タ
ー
・

病
院
へ
の
移
動
、
三
位
が
混
雑
緩
和
・
環
境

へ
の
配
慮
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
五
〇
％

の
方
が
、
経
費
が
か
か
っ
て
も
路
線
の
拡
大

を
望
ん
で
い
る
。
区
民
の
願
い
は
明
ら
か
。

一
日
も
早
く
路
線
拡
大
に
踏
み
切
る
べ
き
。

【
答
弁
】
平
成
二
〇
年
度
に
は
、
交
通
手
段

の
運
行
改
善
や
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
等

の
具
体
的
な
実
施
計
画
を
定
め
、
平
成
二
一

年
度
か
ら
、
地
域
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
に

取
組
ん
で
行
く
。

物
価
の
高
騰
か
ら
給
食
守
れ

【
質
問
】
政
府
の
小
麦
売
り
渡
し
価
格
が
四

月
か
ら
三
〇
％
値
上
げ
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま

り
、
さ
ら
に
、
食
品
、
食
用
品
の
値
上
げ
に

拍
車
が
か
か
る
。
電
気
、
ガ
ス
料
金
も
四
月

か
ら
値
上
げ
さ
れ
る
。
物
価
高
騰
に
見
合
う

財
政
支
出
を
求
め
る
。

【
答
弁
】
給
食
内
容
が
後
退
し
な
い
よ
う
、

適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

地
球
環
境
守
れ

大
規
模
開
発
を
見
直
せ

【
質
問
】
区
内
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
な
ど
の
二

酸
化
炭
素
の
排
出
量
は
、
二
三
区
で
も
ワ
ー

ス
ト
ク
ラ
ス
。
区
内
全
排
出
量
の
六
二･

七

％
を
占
め
、
一
九
九
〇
年
比
で
四
二
％
も
増

加
さ
せ
て
い
る
。
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
と
言

い
な
が
ら
、
大
規
模
開
発
を
推
進
し
て
い
る

の
が
港
区
の
実
態
。
①
超
高
層
ビ
ル
な
ど
大

規
模
開
発
優
先
の
姿
勢
を
根
本
か
ら
見
直
す

こ
と
②
一
定
規
模
以
上
の
建
築
計
画
で
は
、

ア
セ
ス
制
度
の
抜
本
的
な
改
善
を
行
な
う
こ

と
。
③
監
督
官
庁
の
東
京
都
と
、
多
量
の
温

室
効
果
ガ
ス
を
排
出
し
て
い
る
事
業
者
に
、

削
減
目
標
を
た
て
、
ま
た
は
目
標
を
前
倒
し

し
て
実
行
す
る
よ
う
求
め
よ
。

【
答
弁
】
①
大
規
模
開
発
に
は
、
環
境
へ
の

配
慮
の
視
点
で
指
導
し
て
き
た
。
温
暖
化
対

策
を
見
据
え
た
開
発
と
な
る
よ
う
、
適
切
に

指
導
す
る
。
②
目
標
が
達
成
で
き
る
よ
う
、

制
度
改
善
を
検
討
す
る
。
③
都
は
、
事
業
所

に
対
し
て
、
計
画
書
の
提
出
を
義
務
付
け
、

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
抑
制
に
か
か
わ
る

指
導
を
実
施
し
て
い
る
。
区
は
、
指
導
の
強

化
を
都
に
要
請
し
、
事
業
所
へ
の
協
力
要
請

も
検
討
す
る
。

区
内
の
自
然
の
緑
守
れ

【
質
問
】
「
港
区
緑
と
水
に
関
す
る
基
本
方

針
」
は
、
自
然
環
境
を
守
る
重
要
性
を
強
調

し
て
い
る
が
、
大
規
模
開
発
を
含
む
都
市
化

が
、
緑
の
減
少
を
進
行
さ
せ
て
い
る
。
①
区

民
、
企
業
者
に
対
し
保
護
樹
木
、
保
護
樹
林

の
指
定
登
録
を
積
極
的
に
呼
び
か
け
る
こ
と
。

②
保
護
樹
林
な
ど
が
開
発
区
域
に
入
る
場
合

は
、
計
画
の
変
更
を
求
め
、
敷
地
の
買
収
も

含
め
た
実
効
あ
る
制
度
を
確
立
す
る
こ
と
。

③
保
護
樹
木
、
保
護
樹
林
へ
の
補
助
金
の
増

額
と
併
せ
、
「
樹
木
医
」
な
ど
専
門
家
を
派

遣
す
る
な
ど
、
保
存
強
化
を
計
る
こ
と
。

【
答
弁
】
①
制
度
の
周
知
、
指
定
の
拡
大
に

努
め
る
。
②
開
発
や
建
築
計
画
に
伴
う
緑
化

指
導
で
、
保
存
や
再
活
用
を
強
く
要
請
し
て

き
た
。
緑
地
の
買
取
り
制
度
な
ど
、
検
討
す

る
。
③
平
成
二
〇
年
度
の
予
算
に
補
助
金
の

増
額
を
計
上
し
た
。
専
門
家
の
派
遣
等
の
保

存
支
援
策
を
検
討
し
て
い
く
。
。

公
立
保
育
園
の
給
食
調
理
・
用
務
業
務
の

民
間
委
託
中
止
を

【
質
問
】
四
月
か
ら
給
食
調
理
を
２
園
で
、

用
務
業
務
を
全
園
で
民
間
委
託
す
る
。
調
理

の
委
託
は
全
園
に
拡
げ
る
計
画
。
利
益
最
優

先
の
民
間
へ
の
委
託
は
、
保
育
の
質
に
も
大

き
く
関
係
し
て
く
る
の
は
必
至
。
民
間
委
託

に
は
反
対
。
保
護
者
、
関
係
者
、
区
民
の
声

を
充
分
聞
く
必
要
が
あ
り
、
四
月
か
ら
の
強

引
な
委
託
を
止
め
よ
。

【
答
弁
】
公
立
保
育
園
で
は
、
多
様
な
保
育

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
の
た
め
、
保
育
時
間
の
延

長
を
行
っ
て
き
た
が
、
課
題
も
生
じ
た
。
こ

れ
ら
の
課
題
に
対
応
し
、
安
定
的
な
園
運
営

の
確
保
の
た
め
、
業
務
委
託
を
実
施
す
る
も

の
。
調
理
業
務
委
託
試
行
園
で
は
、
保
護
者

説
明
会
を
開
催
し
、
要
望
等
を
お
受
け
し
て

い
る
。
委
託
後
一
定
の
時
期
に
検
証
し
、
ご

意
見
も
聞
い
て
い
く
。

広
尾
病
院
を

都
立
と
し
て
存
続
す
る
よ
う
求
め
よ

【
質
問
】
港
区
に
隣
接
す
る
広
尾
病
院
は
、

入
院
患
者
は
港
区
民
が
最
多
、
外
来
は
渋
谷

区
に
つ
い
で
二
番
目
と
な
っ
て
い
る
。
今
後

五
年
間
に
、
現
在
あ
る
都
立
一
一
病
院
を
八

病
院
に
再
編
・
統
合
し
、
民
間
資
本
で
施
設

整
備
を
進
め
る
他
、
地
方
独
立
行
政
法
人
の

経
営
形
態
を
検
討
す
る
と
し
て
い
る
。
独
立

行
政
法
人
化
し
た
病
院
で
は
、
人
件
費
の
削

減
、
労
働
強
化
が
す
す
み
、
医
師
・
助
産
師

の
大
量
退
職
や
、
保
険
外
負
担
増
の
事
態
が

生
ま
れ
て
い
る
。
広
尾
病
院
を
都
立
病
院
と

し
て
存
続
す
る
よ
う
、
都
に
強
く
申
し
入
れ

よ
。

【
答
弁
】
都
は
、
地
方
独
立
行
政
法
人
は
、

最
も
柔
軟
な
経
営
形
態
と
し
て
い
る
が
、
十

分
な
検
証
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
制
度
の

変
更
を
国
に
働
き
か
け
る
と
し
て
い
る
。
経

営
形
態
は
、
都
が
主
体
的
に
取
り
組
む
問
題
。

区
は
、
質
の
高
い
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
確
保
で

き
る
よ
う
、
都
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

こ
の
ほ
か
に
次
の
質
問
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
「
何
で
も
民
間
へ
」
を
改
め
よ

◆
生
活
保
護
行

政
の
抜
本
的
改
善
を

◆
孤
独
死
を
な
く
す
対
策
を

も
と
め
る
◆
障
害
者
へ
の
「
タ
ク
シ
ー
利
用
券
給
付

制
度
の
改
善
を
求
め
る

◆
障
害
者
の
自
立
支
援
に

負
担
軽
減
策
を

◆
障
害
者
の
就
労
支
援
を

◆
区

営
住
宅
の
建
て
替
え
促
進
を

◆
家
賃
助
成
事
業
の

復
活
を
求
め
る

◆
区
民
向
け
住
宅
家
賃
の
引
き
下

げ
、
凍
結
の
解
除
を

◆
都
営
住
宅
の
早
期
立
て
替

え
を
求
め
る
◆
都
市
再
生
機
構
の
住
宅
再
生
。
再
編

計
画
の
撤
回
を
要
請
せ
よ

◆
地
球
温
暖
化
対
策
を

急
げ
◆
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

を
求
め
る

◆
廃
食
用
油
の
活
用
を

◆
多
重
債
務

問
題
解
決
へ
の
体
制
強
化
を

◆
運
動
施
設
の
利
用

枠
の
拡
大
を

ご質問やご要望は党区議団へお気軽にご連絡ください


